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機関紙「日本作業療法士協会誌  第 131 号（2023 年 2 月 15 日発行）」に記載されている内容

の補足資料を以下に記します。  

 

 生涯教育委員会  

 

生涯教育制度改定 2023 について 

 

1．基礎研修制度の改定  

3）研修会の多様な受講方法  

①オンデマンド方式研修会の受講履歴登録  

オンデマンド方式研修会の受講履歴登録は、OT 協会主催研修会と医療福祉ｅチャンネル（現職

者共通研修テーマ 1～8、MTDLP 基礎編）のみを認めています。2023 年 4 月 1 日以降は、これらに

加えて、オンデマンド方式研修会の受講履歴登録について、講義設定時間は 90 分以上であること、

修了試験やレポートを課していること、下記受講証明書（見本）等が発行されることを条件として認め

られます。講師ポイントは、研修時間に応じて、1 回のみ取得可能です。 

 

 

 

 3．専門作業療法士制度の改定  

 1）分野別カリキュラムの改定（がん、摂食嚥下分野）  

 ①がん分野  

現在、専門作業療法士（がん）分野のみ専門基礎 0 を設定し、専門基礎研修が修了するまでに  

E-learning による聴講を求めている。他分野との整合性を図るために専門基礎 0 を削除する。  

現  行  改  定  備  考  

（1）  カリキュラム内容：専門作業療法士

（がん）の専門基礎研修は、基礎Ⅰ・Ⅱ・

（1）  カリキュラム内容：専門作業療法士

（がん）の専門基礎研修は、基礎Ⅰ・Ⅱ・

 

 

受講証明書（例） 

 

研修・受講テーマ： 

開催日程：1日目       年   月   日（  ） 

     2日目       年   月   日（  ） 

     X日目       年   月   日（  ） 

開催時間：1日目     ：     ～   ：      

     2日目     ：     ～   ：      

     X日目     ：     ～   ：      

履修確認方法：（  ）レポート提出 ・ （  ）確認試験  

質疑応答の手段を確保している 

 

受講者氏名： 

 

上記の通り相違ないことを証明する。 

 

2***年○○月○○日     

日本○○○○研究会     

会長 ○○ ○○     

学 会 長

等 代 表

公印 

←いずれかの方法

が必須です。 
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Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・0 で構成されています。各研修

の目的、項目、コマ数、  

実施形態を表  3 に示します。 

Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・で構成されています。各研修

の目的、項目、コマ数、  

実施形態を表  3 に示します。 

 

基礎 0 の

削除  

（2）  受講方法：上記、研修カリキュラム（表  

3）をもとに開催される基礎研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・

Ⅳ・Ⅴを受講します。加えて、基礎研修が

修了するまでに  E-learning により基礎研

修  0 を修了してください。研修の開催時

期、会場、講師等の詳細は、「教育部研修

会受講生募集案内」や協会ホームページ

の専門作業療法士取得研修案内にて広

報されます。研修会参加申し込みを確認

し、必要な手続きを行ってください。  

（2）  受講方法：上記、研修カリキュラム

（表  3）をもとに開催される基礎研修Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴを受講します。研修の開催

時期、会場、講師等の詳細は、「教育

部研修会受講生募集案内」や協会ホ

ームページの専門作業療法士取得研

修案内にて広報されます。研修会参加

申し込みを確認し、必要な手続きを行っ

てください。  

自己学習として以下の e-learning を

利用されることをお勧めします。日

本癌治療学会  Cancer e-learning：

（http://www.cael.jp/）  

 

 

基礎 0 に

関する記

述 を 削

除  

 

 また、専門基礎Ⅳを以下の様に変更する。  

【現 行】専門作業療法士（がん）専門基礎研修カリキュラム  

 ↓  

【改 定】専門作業療法士（がん）専門基礎研修カリキュラム  

 

  

専

門

基

礎

Ⅳ  

身体症状をもつがん

患者に対する作業療

法の専門的知識・技術

を理解し身につける  

がん作業療法で求められるリスク管理  2 
講義＋  

演習  

呼吸困難を有するがん患者とその家族の生活支援  1 講義  

全身倦怠感・体力消耗状態・廃用性症候群・がん悪液

質を有するがん患者とその家族の生活支援  
1 講義  

腫瘍浸潤・圧迫、がん治療の有害反応に対するがん患

者とその家族の生活支援  
1 講義  

リンパ浮腫・終末期浮腫を経験した患者とその家族の

生活支援  
1 講義  

がん性疼痛を有するがん患者とその家族の生活支援  1 講義  

専

門

基

礎

Ⅳ  

身体症状をもつがん

患者に対する作業療

法の専門的知識・技術

を理解し身につける  

がん作業療法で求められるリスク管理  2 
講義＋  

演習  

呼吸困難を有するがん患者とその家族の生活支援  1 講義  

全身倦怠感・体力消耗状態・廃用性症候群・がん悪液

質を有するがん患者とその家族の生活支援  
1 講義  

腫瘍浸潤・圧迫、CIPN、手足症候群、外見の変化、嚥

下困難、食欲不振・過多、倦怠感などのがん治療の後

遺症・有害反応に対するがん患者とその家族の生活支

援  

1 講義  

リンパ浮腫・終末期浮腫を経験した患者とその家族の

生活支援  
12 講義  
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②摂食嚥下分野  

分野特定以降の当該分野を取り巻く状況の変化に合わせ、現在の摂食嚥下リハビリテーション

の状況に沿ったカリキュラムに微調整する必要がある。そして、e-learning やオンライン研修会を想定

したカリキュラムも必要になっている。 

 

摂食嚥下  専門作業療法士：専門基礎研修シラバス  
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摂食嚥下  専門作業療法士：専門基礎研修シラバス（続き）  

 

 

 


